
令和３年度　大利根用水国営施設機能保全事業

東陽白浜支線用水路等改修実施設計業務

特　別　仕　様　書

（第１回変更）

関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所



第１章  総　　則
（適用範囲）

第１－１条
変更なきにつき省略

（目　　的）
第１－２条

（場　　所）
第１－３条

変更なきにつき省略

（低入札価格における第三者照査）
第１－４条

変更なきにつき省略

（履行確実性評価の達成状況の確認）
第１－５条

変更なきにつき省略

（一般事項）
第１－６条

変更なきにつき省略

（管理技術者）
第１－７条

変更なきにつき省略

（照査技術者）
第１－８条

変更なきにつき省略

（担当技術者）
第１－９条

変更なきにつき省略

（配置技術者の確認）
第１－１０条

変更なきにつき省略

（保険加入）
第１－１１条

変更なきにつき省略

第２章  作業条件
（適用する図書）

第２－１条

土地改良事業計画設計基準及び運用・解
説　設計　「ポンプ場」

農林水産省農村振興局整備
部設計課

平成30年5月

　本業務の基本的事項に関しては、次に示す図書によるものとする。他の図書を適用する
場合は、監督職員の承諾を得るものとする。

名　　　称 発行所 制定(改訂)年月
土地改良事業計画設計基準・設計
「水路工」

（公社）農業農村工学会 平成26年3月

　本業務は、国営大利根用水土地改良事業計画に基づき、基幹水利施設である東陽白浜支
線用水路・須田栄支線用水路・野田支線用水路及び新宿揚水機場のポンプ電動機等の機能
診断調査及び実施設計を行うものである。



（設計条件）
第２－２条

（１）設計基本条件
支線用水路

東陽白浜支線用水路
設計流量 0.96㎥/s L＝1,178ｍ
施設諸元 開水路 幅1.75ｍ×側壁1.10ｍ
野田支線用水路
設計流量 1.03㎥/s L＝675m
施設諸元 開水路 幅1.60ｍ×側壁1.00ｍ
須田栄支線用水路
設計流量 0.98㎥/s L＝1,326m
施設諸元 開水路 幅1.80ｍ×側壁1.15ｍ

新宿揚水機場
１号機、３号機 370kW

横軸開放防滴保護巻線形三相誘導電動機
3,000V、50Hz、8P、700r/m(rpm)

２号機 150kW
横軸開放防滴保護巻線形三相誘導電動機
3,000V、50Hz、6P、930r/m(rpm)

（作業条件）
第２－３条

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（対象施設）
第２－４条
　本業務の対象となる施設の諸元は、別紙２【調査対象施設一覧表】のとおりである。

（参考図書）

農業水利施設の機能保全の手引き
「ポンプ場（ポンプ設備）」

農林水産省農村振興局整備
部設計課

平成25年4月

農業水利施設の機能保全の手引き
「電気設備」

農林水産省農村振興局整備
部設計課

平成25年5月

施設管理者：千葉県海匝農業事務所（新宿揚水機場）、大利根土地改良区（支線用
水路）

電動機機能診断及び設計の範囲は、電動機本体に付属機器を含めた機器とし、金属
抵抗器、液体抵抗器の附帯設備は含まないものとする。

　設計作業における設計条件は、次のとおりである。

　本業務の実施にあたっては、以下の事項に留意して作業を進めるものとする。
作業の実施にあたっては、事前に作業方法及び具体的な工程計画を立案し、監督職
員が指示する者と十分打合せを行い、手戻りのないよう留意しなければならない。
本業務において生じた第三者との紛争で受注者の責に帰する事項は、受注者の責任
において処理しなければならない。
現地調査を行う時期は下記に示す施設管理者と施設内へ立入る日程等、詳細につい
て調整し監督職員と打合せた後、実施するものとする。

現地調査時における仮設工は見込んでいないが、必要があると思われる場合は監督
職員と協議するものとする。

農業水利施設の長寿命化のための手引き 農林水産省農村振興局 平成27年11月

電気設備計画設計技術指針（高低圧編）
農林水産省農村振興局整備
部設計課

令和元年9月

農業水利施設の補修・補強工事に関する
マニュアル【開水路補修編】（案）

農林水産省農村振興局 平成27年4月

農業水利施設の機能保全の手引き （一社）農業土木事業協会 平成27年5月

農業水利施設の機能保全の手引き
「開水路」

農林水産省農村振興局 平成28年8月



第２－５条

（貸与資料）
第２－６条
　貸与資料は、次のとおりである。

貸与資料名

実務家のための最新ポンプ設備工学ハン
ドブック（改訂版）

(一社)農業土木事業協会 平成19年8月

コンクリート標準示方書（施工編） 〃 平成25年3月

コンクリート標準示方書（維持管理編） 〃 平成25年10月

コンクリート診断技術’１６ 〃 平成28年

コンクリート標準示方書（設計編） (公社)土木学会 平成25年3月

名　　　称

平成25年度　国営施設機能保全事業
大利根用水地区事業計画書（案）説明資料等作成業務報告書
令和元年度  大利根用水国営施設機能保全事業
大幹線用水路等改修実施設計業務
令和元年度  大利根用水国営施設機能保全事業
新宿幹線用水路等施設機能診断調査業務
昭和56年度　大利根用水農業水利事業
新宿揚水機場機器製作据付工事完成図書

工事出来形図面

平成18年度　利根川水系土地改良調査管理
広域基盤整備計画調査　利根川下流地域　施設機能診断業務報告書
平成19年度　国営造成水利施設保全対策指導事業
大利根地区施設機能診断業務報告書
平成20年度　利根川水系土地改良調査管理
広域基盤整備計画調査　大利根地区機能保全計画策定その他業務報告書
平成23年度　国営施設機能保全事業
大利根用水地区施設長寿命化検討調査業務報告書
平成23年度　国営施設機能保全事業
大利根用水地区事業計画書（案）策定業務報告書

農業水利施設のコンクリート構造物調
査・評価・対策工法選定マニュアル

農林水産省農村振興局

土地改良施設管理基準及び運用・解説
－用水機場編－

農林水産省農村振興局
整備部設計課

平成30年5月

基幹水利施設指導・点検・整備マニュア
ル（揚水機場編）

農林水産省構造改善局
総務課施設管理室

平成7年1月

農業水利施設の施設管理・省エネ対策に
ついて

農林水産省農村振興局
整備部水資源課

平成25年12月

発行所 制定(改訂)年月

コンクリートのひび割れ
調査、補修・補強指針-2013-

（公社）日本コンクリート
工学会

平成25年5月



（参考図書及び貸与資料の取扱い）
第２－７条

変更なきにつき省略

第３章  作業内容
（作業項目及び数量）

第３－１条

１　作業項目（支線用水路）

２　作業項目（新宿揚水機場）

（現地作業内容）
第３－２条

変更なきにつき省略

（作業の留意点）
第３－３条

変更なきにつき省略

（業務の成果品質確保対策）
第３－４条

変更なきにつき省略

（業務管理）
第３－５条

変更なきにつき省略

７．概算工事費 １式 設計業務
８．照査 １式 設計業務
９．点検取りまとめ １式 設計業務

４．改修計画の検討 １式 設計業務
５．設計図面の作成 １式 設計業務
６．機器仕様の決定 １式 設計業務

１４．点検とりまとめ １式

作業項目 数量 備考
１．事前調査 １式 設計業務
２．現地調査（診断調査） １式 調査業務
３．健全度評価 １式 設計業務

１２．工事費積算 １式
１３．照査 １式

１０．施工計画作成 １式
１１．特別仕様書作成 １式

８．工事図面作成 １式
９．数量計算 １式

６．健全度評価 １式
７．改修工法の検討 １式

４．現地踏査 １式
５．現地調査（近接目視） １式

２．資料の検討 １式
３．基本条件の検討 １式

　本業務における作業項目及び数量は、次の作業項目表のとおりである。
　なお、詳細は別紙３設計作業項目、作業内容及び作業数量に示すものとする。

作業項目 数量 備考
１．現地調査 １式

平成28年度　大利根用水国営施設機能保全事業
笹川揚水機場他ポンプ設備改修実施設計業務報告書



（業務の成果品確保対策）
第３－６条

変更なきにつき省略

（業務写真における黒板情報の電子化）
第３－７条

変更なきにつき省略

（技術提案書の取扱いについて）
第３－８条

変更なきにつき省略

第４章  打合せ
（打合せ）

第４－１条

作業着手時の段階
中間打合せ（現地踏査結果及び現地調査計画書提出時）
中間打合せ（健全度評価結果報告時）
中間打合せ（対策工法検討結果及び施工計画作成時）
報告書原稿作成段階

第５章  成果物
 (成果物)

第５－１条
変更なきにつき省略

 (成果物の提出先)
第５－２条

変更なきにつき省略

第６章  契約変更
 (契約変更)

第６－１条
変更なきにつき省略

第７章  定めなき事項
 (定めなき事項)

第７－１条
変更なきにつき省略

　ただし、別紙１に記載されている割合を予定価格に乗じて求めた価格を下回る価格で契
約した場合においては、上記に定める打合せを含め、受注者の責により管理技術者の立ち
会いの上で打合せ等を行うこととし、設計変更の対象とはしない。
  その際、管理技術者は、共通仕様書第1-11条に定める業務計画書に基づく業務工程等の
管理状況を報告しなければならない。

初 回
第 ２ 回
第 ３ 回
第 ４ 回
最 終 回

　なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ記録簿
を作成し、上記の打合せの都度、内容について、監督職員と相互に確認するものとする。

　打合せ場所については、関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所大利根用水支所
とするものとするが、第２回～第４回の中間打合せはWEBでの打合せとする。

　共通仕様書第1-10条による打合せについては、主として次の段階で行うものとする。
　また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。



別紙１（第1-4条、第4-1条関連）

  変更なきにつき省略



【調査対象施設一覧表】 別紙２

支線用水路

新宿揚水機場

3,000 可変速 千葉県海匝農業事務所 Ｓ５６ 液抵60～96%３号機(電動機） 370 700 8 50

液抵60～96%

２号機(電動機） 150 930 6 50 3,000 可変速 千葉県海匝農業事務所 Ｓ５６ 液抵60～95%

Ｓ５６3,000 可変速 千葉県海匝農業事務所１号機(電動機） 370 700 8 50

備考
kW r/m Hz V 年度

製作時期電圧 運転方法
管理者施設名

出力 回転数 極数 周波数

675

1,326

管理者
㎥/s m m 年度

1.03 1.60 1.00 大利根土地改良区 Ｓ５５

構造 造成時期

0.96東陽白浜支線用水路

設計流量 幅 壁高

大利根土地改良区

水路延長

m

1,178

備考施設名

大利根土地改良区 Ｓ５５0.98 1.80 1.15

ＲＣ三面張り

ＲＣ三面張り

ＲＣ三面張り

野田支線用水路

須田栄支線用水路

Ｓ５５1.101.75



別紙－３－１  設計作業項目、作業内容及び作業数量【支線水路  開水路】

設 計 作 業 項 目 作　　　　　　　業　　　　　　　内　　　　　　　容 作 業 数 量 業種

 1.現地調査 　設計対象施設の周辺地形、現況、諸施設について調査し、実施設計に必要な現地調査を行う。 L=3.179㎞ 設計

 2.資料の検討
　実施設計に必要な施設完成時の設計図書及び施設管理記録（管理・事故・補修記録等）、施設管理
者等から聞き取り調査により、地域特性に係る資料等の収集・整理を行う。
　また、貸与資料の内容を把握する。

L=3.179㎞ 設計

 3.基本条件の検討 　資料の検討等に基づき、水利構造条件及び施設の要求性能を設定する。 L=3.179㎞ 設計

 4．機能診断調査

　4-1.　現地踏査
  業務準備で得られた情報を参考に、遠隔目視により変状の有無や変状箇所の特定を行い、踏査結果
を整理する。踏査結果を踏まえ、調査する地点、調査項目等を選定、検討する。

L=3.143㎞ 調査

　4-2.　近接目視調査
　「過年度の施設機能監視調査結果」及び現地踏査により決定した調査地点において、目視や簡易な
器具による計測等の調査を行い、変状等を定量的に把握（ひび割れ・欠損・変形等計測、周辺観察等
を含む）するとともに、スケッチを作成する。

A=1,164㎡ 調査

 5.健全度評価 　機能診断調査結果に基づき、調査単位毎に健全度の判定を行う。 L=3.143㎞ 設計

 6.改修工法の検討
　基本条件及び機能診断結果に基づき、構造機能・水利機能の回復に必要な対策を総合的に検討し、
改修工法等の詳細について決定する。また、必要に応じて構造計算の確認も行う。

L=0.261㎞ 設計

 7.工事図面作成
　工事実施に必要な平面縦断図、補修標準断面図、補修工展開図（バレル割）、補修工詳細図及び仮
設図等を作成する。
　なお、補修工詳細図には配筋図及び鉄筋加工図を含む。

L=0.261㎞ 設計

 8.数量計算
　工事実施に必要な工事数量を工種毎に詳細数量計算を行う。
　なお、工事数量の算出にあたっては工事数量算出要領に基づき算出すること。

L=0.261㎞ 設計

 9.施工計画作成 　仮設工事計画を含めた施工計画及び工程計画を詳細に作成する。 L=0.261㎞ 設計

 10.特別仕様書作成
　工事実施に必要な特別仕様書を作成する。
　なお、特別仕様書の作成にあたっては特別仕様書記載例に基づき作成すること。

L=0.261㎞ 設計

 11.工事費積算
　各工種において、積算の根拠資料（施工歩掛、施工機械の選定等）、採用単価の根拠資料（単価調
査、見積徴収等）及び施工単価条件の選定資料等を作成する。また、諸経費率の算定を行い工事価格
を算出する。

L=0.261㎞ 設計

 12.照査 　照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 L=3.179㎞ 設計

 13.点検取りまとめ  各種作業項目の点検取りまとめ及び報告書作成を行う。 L=3.179㎞ 設計

※機能診断調査の作業歩掛は、土地改良工事積算基準（調査・測量・設計）による



【作業項目内訳表】

作業内容

　電動機の状況や問題点等を把握するために、関係機関
から事前に点検結果及び既存資料収集や聞き取り調査等
を行い、現地での機能診断項目を決定し、健全度評価に
必要となる情報を収集・整理する。

　なお、資料収集に際しては農業水利ストック情報デー
タベースを活用し、装置の経歴、使用環境、地域特性等
の情報を収集・整理する。

2

概略診断調査
　事前調査により得られた情報をもとに、目視、触覚、
聴覚等人間の五感による判断と付属計器類の指示値、簡
易計測器の測定値（絶縁抵抗測定）、日常・定期点検記
録や整備・補修記録及び操作記録等から電動機の状態、
機能を確認する。

1 式

3

　既存資料及び概略診断調査の結果から、施設機械設備
における健全度ランクの区分に基づき、装置・部位の性
能低下状態やその要因を把握し、健全度を総合的に判定
する。

1 式

4
　機能診断結果及び故障発生時のリスク、劣化特性、保
守管理の容易性等を総合的に踏まえ、保全対策実施（補
修、更新等）の合理性を判定し、整備内容を整理する。

1 式

5
　工事実施にあたり、一般構造図（全体、部分配置図、
基礎図）、電気配線図（電気二次配線、制御配線、計装
配線系統図）、仮設図等を作成する。

1 式

6

　機器仕様を決定し、基礎構造計算、アンカー耐震計
算、機器数量表（規格・容量・重量）、施工計画・詳細
な工事工程計画の策定、特別仕様書（案）の作成を行
う。

1 式

7
　各工種において、単価調査及び見積徴集等により、積
算の根拠資料、施工単価条件の選定資料及び特別単価の
作成を行い、概算工事費を算出する。

1 式

8
　照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照
査報告書の作成を行う。

1 式

9
　各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の
作成を行う。

1 式

現地調査
（診断調査）

健全度評価

改修計画の検討

設計図面作成

機器仕様の決定

概算工事費

照査

点検取りまとめ

別紙３－２

作業項目 作業数量

1 事前調査 1 式



別紙３

【令和３年度大利根用水国営施設機能保全事業　新宿揚水機場電動機改修検討業務　現地調査作業一覧表】

　１号機（電動機）

　２号機（電動機） 巻線形、150kW 　〃 1 式

　３号機（電動機） 巻線形、370kW 　〃 1 式

1 式

数量 備考

巻線形、370kW 受電なし

作業項目 規　　　　　格 作業条件

　概略機能診断

【現地調査（診断調査）】
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